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会    議    録 
会議の名称 登米市立小・中学校「学校再編に係る地域座談会」（登米地域） 

開催日時 

令和元年 ５月２１日（火） 

午後 ７時 ００分 開会 

午後 ８時 ００分 閉会 

開催場所 登米公民館 １階 大集会室 

教育委員会 

出 席 者 

教育部長 

教育部次長兼学校教育管理監 

学校再編推進室長 

学校再編推進室 学校再編推進係長 

学校再編推進室 主事 

学校再編推進室 主事 

参加者数 １６名 
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開会 午後７時００分 

 

開会挨拶 

 

配布資料に沿って「登米市立小中学校等再編構想」及び「(仮称)学校

統合準備委員会の設置」について説明 

 

意見交換・質疑応答 

 

 児童数の推移については理解したと同時に危惧する部分がある。多く

の学校がコミュニティスクールとなっているが、１校であれば一つのコ

ミュニティだが、他の学校と統合した際に大きなコミュニティになると

思う。その際にコミュニティスクールはどのように機能していくのか。 

 

 登米市内３２校全ての学校が今年の４月より学校運営協議会を設置

し、コミュニティスクールとなっている。校長先生の学校経営に対して

地域の方々からご意見を頂いて、地域と共にある学校づくりを目指して

市としてもコミュニティスクールの設置を進めてきた。統合した時に範

囲が広くなってしまうという不安の声も座談会を通じていただいてい

る。教育委員会としては、それぞれの地域が持つ良さを統合した学校の

中に組み入れていただいて、より良い学校づくりをしていければと思

う。 

 

 子供達の人数が少なくなって、私達も人任せではなく学校を支える立

場として考えていかなければならないと感じている。私自身は、小学校

はある程度小規模でも地域の中でワイワイとやっていけると思う。心配

なのは中学校の方である。中学校の方は生徒数が減っていけば先生の定

員が減らされていくと思う。そうなると専科の先生ではなく専門ではな

い先生が教科を教えなければならなくなる。また、部活動の数が減って

いって希望する部活動に入れないという現状が出ているように感じる。

登米地域については数年後という話だったが、中学校については早急に

考えていかなければならない時期になっているのではないか。今後登米

市全体を見据えた中で中学校を何校にするという見通しは立てている
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のか。 

 

 現時点で、教育委員会の方から具体的に中学校を何校にする、どの地

域に配置するといったような具体案を示せていない。ただ、単純に生徒

数だけを考慮し、適正規模の考え方に当てはめると１０校を４～５校へ

統合するという計算になる。それを踏まえ校舎の活用等について考えて

いかなければならないと思っている。ケース毎の案を出していき、皆さ

んとじっくりと話し合って行きたい。 

 

 ５年後に話が進んでいくにしても、今通学している生徒達は団体競技

で人数が揃わない等の制約がある。他校の生徒と合同チームで大会に出

場するなどの措置は取れないか。今までは合同チームで中総体に出場す

るのは無理だという話をいただいていたので、人数が少ないチームは出

られないということになっていた。５年後に話が進むということではそ

れまで通う生徒達は選べる部活も限られるし、試合に出られずにモチベ

ーションも上がらないということになってくると思う。小学校について

は現在１学年に４０人弱いるが、その中で男女の比率も考慮して検討し

ていただきたい 

 

 部活の設置については各学校に一任している。それぞれ学校の歴史を

踏まえながら生徒数の減少に伴い休部する等の形になっていると思う。

大会参加については中体連の大会については、全ての種目ではないが合

同部活動を実施しており、基準に該当すれば合同で大会に出る事は可能

である。本市ではバスケット、ソフトボールで新人大会に合同で出場し

た例がある。 

 男女の比率についてはご意見として頂戴し、今後の参考にさせていた

だく。 

 

（｢今の子供達についてどうするのか」との声有り） 

 

 そういったご意見を頂いた事については、各学校の方に話をしていき

たいと思う。 

 

 先ほどの話について補足させていただきたい。説明にもあったとお

り、合同チームを組む事はできる。ただ組むためのルールがあり、合致

しないがために合同チームを組んでいただけないこともある。顧問も生

徒達が出場機会を失わないように奔走しているところである。現在は中

総体に関してバスケットで登米中学校と米山中学校の合同チームで出

場することとなっている。生徒数が減少しているのは事実である。また

それに伴い教員の人数も減るので顧問が付けない可能性もある。今まで

の登米中学校の部活の歴史、生徒達の要望もあるのでそれらを考慮しな

がら対応していきたい。 

 

 統合することによってスクールバスで通学する生徒が増えた結果、同

時に不登校になる生徒も増えたという話を聞いた事がある。ここ数年で

登米市の不登校の生徒数は減少傾向にあると思うが、それがどうなるの

か気になっている。スクールバス通学は生徒にも負担となるので、配慮
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事務局 

し、対応を丁寧に進めて欲しい。 

 

 登米市は広いので学校数が減れば通学距離、時間が共に増えると思

う。その中で子供達の気持ちを汲む必要があると考えている。どこまで

できるか現段階では何とも言えないが、配慮を行い、意見を頂きながら

進めて行きたい。 

 

閉会挨拶 

 

閉会 午後８時００分 

 

 


